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はじめに 、`、 一 ∵'・
政府 ・地方 自治体に対する外部監査の実施が我が国において も開始 された6地 方 自治体に
おいては包括外部監査人監査が2㎜ 年度 より、国(中 央政府)に おいては独立行政法人φ会
計監査人監査が2001年より開始 された。前者の監査内容は、財務監査 のみならず行政監 査
(業績監査)・も包含 されていると考えられてお り、後者の監査は＼'法規準拠性監査 を含む財務
諸表監査 とされている。アメリカ及びイギ リスの政府監査 を包含する公監査(publicaudit)
は、外部監査制度 として機能 してお り、監 査目的 も財務監査 及び業績 監査(performance
audit)又はVFM(ValueforMdney:支出に対する価値)監 査 を包含した包括監査(Compre-
hensiVeaudit)、が展開 されている。 一方、我が国中央政府 ・地方自治体において行政 又は政策
評価 も開始 されその手法の開発が進め られつつある。・外部監査 としての業績 監査及び内部性
か外部性かが明確になっていない政策評価とがその基本的 フレーム.ワニクが明瞭でないまま開
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始されつつあるようである。そこで本稿において諸外国の状況を管見しつつ公監査領域であ
る政府監査における業績監査及びそれと政策(行政)評価監査との関連を究明する為、業績
監査の監査性を検討し、ついで業績監査構造を考察するものである。
1.業績{行政)監査の監査性
行政監査における業績 監査の監査 として成立する要件 を検討す る為 には、第一に政府 ・白
治体 における業績監査の必要性 を検討 しなければな らない。業績監査の必 要性 は、政府組織
の特 質か らその論拠 をみいだす こ とがで きる。'すなわ ち、政府組織 の性質の諸議論 を参照 し
て、業績監査対象であ る業績(行 政成果)報 告書の必要性 を引 き出す特質は次 の諸点 と考え
られ る。
① 政府の課税権力 は政府のみに 与えられてお り、その内容 は政府会計 で作成 され る財務 報
告のみで は容易に報告す るこ との出来 ない ものであ り、それは政府 に とっての財務的権
力の源泉で もある。
② 政府組織 は、大規模かつ複雑で あると同時 に、政府 は個別の納税者に対 して有用性があ
る もので はな く、む しろ社会全体 に有用性 を もっている。'
③ 国、自治体への資 金提供者あるいは将 来的資金提供者はご行政サー ビスの効 率性や有効
性 に対す る情報ニーズを持っている。 ・…
④ 政府組織の財務及び非財務報 告は、すべての住民の関心 に対 して向け られなければなら
ない。 ・':tI'・
この ような考 え方か ら政府組織 の情報 要求に対 しては次の ような異質性が生ず る。① 政府
組織は収益以外 の財務的資源 イ ンフローを有 してお り、 この非収 益イ ンフローの報 告に対す
る基準が必要 とされる。②実施 された行政政策の最終結果 は住民 に とって重要性 を持 ってお
り、 より行政 の成果 に対 して評価すべ き範囲が広 い。③政策 に対する資金提 供者の内、公債
保有者の蒙る公債等の損失は財務 的影響が大 きく、このため に補足的情報が必 要 とされる,,④
政府組織 は住民に行政責任 を有 しでお り、それ故にアカウンタビリテ ィを果た さなけれ ばなら
ないが、'行政組織の方がパブリックアカウンタビリテ ィの履行の範囲が より大 ぎくなる"'。従
ってs政 府組 織に対す る情 報ニーズとして市民 は行政サー ビズの有効性 に関心が あ り∴それ
故行政地域のすべての住民 に対 してパブ リックアカウンタビリテ ィを履行 しなければならない
のであ り、ここに業績 ぽ は成果)情 報 に対す る必 要性が見い出 され る。….':■;
・さらに政府組織の機能に影響す る とされる組織構造の基盤、政 治性 及び予算 システムにつ
いて営利組織のそれ と比較す ると次 のよう な異質性がみ られ、'この ことが政府監査の構 造に
影響 を与える。① 一般 に非営利組織 は利益の最大化 を目指 す営利組織 と比べ 、、財政運営 的な
効率性 を目指 して管理活動 を行 う(2}ごそ してAAA・(アメ・リカ会計学会)`は、・1970年～71年の
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パブ リックセ クターの目的 と成果の関係について述べてお り、すな わち組織の 目的にはランク
があ り、一・つの 目的 を達成することによって得た成 果は しば しば さらに上級のランクの目的 を
達成す るための手段 となる とし;ま た公的部門の特徴 は、制度的、経済的、1技術的 なたびに
政治的要求が相互に作用 し合 ってい る複雑 なシステムであるとしている。 この ように政府監
査の対象となるべ き範囲は営利企業 と比較すると極めて複雑及 び階層的に拡張化 された ものと
な り、.その結果、監査人の責任は ドラスティックに変えられること}こなったのであ りt`S,、それ
が政府監査目的の拡大へ と結合する ことになる。 イギ リスの公監査の原則 において公監査 目
的の準拠性(regUlarity)、② 妥当性(propriety)、③VFM監査 として設定 し、監査の留意点を
経済性 く㏄OnOmy)↓効率性(e茄cienCy)、有効性(effeCtiVeneSS)・とし、インプ ッ ト、アウ ト
プッ ト及びアウ トカムの プロセスに於て監査 するとしていることにも表れている{%② 国 ・
地方 自治体 を中心 とする政府組織では、その活動の主要な役割は政治家におかれているので
あ り、住民の権利 を擁護する活動は政治家 を通 して行 われる政治的 プロセスである6そ れ故
原則 として最低限度の収入額に対応 した最高限度の住民へのサー ビスを提供することが要請 さ
れなければならない。このような政治プロセスに基づ く活動の故に、政治的敏感性がその活動
の 要因 となるE5)すなわち、政府組織 の場 合は、種 々の要因をもつ政治 システムによってその
活動が影響 を受 ける こととなるω}6③政府組織における予算制度は管理手段 としての機能 を
果 たす:す な わち営利組織の収益性原理が機能 しないために、業務管理の システムと して予
算の厳密な運用 による統制が必要 となって くる。従 って政府組織の場 合は、利益に対する動
機付けの欠落の故 に、予算が動機付 けの要素 となってお り、それ故管理技術 は予算プロセス
をめ ぐって展開 される。 このことが公会計 において損益計算書の作成が重視 されない理由で
ある。 しか し、.近年、住民へ提供 したサービスの質を重視する観点か ら業績予算をもとに し
た業績(行 政成果)報 告書作成への強い要請が生 じている。このことが業績監査の必 要性 を
導 くのである。,・ 、.:,
次 に政府会計の構造 と業績監査 と関係 を検討する。政府会計 は公 的資源の委託 責任す なわ
ちパブリ'ックアカウ ンタビリテ ィの履行が 目的である。拡張 されたアカウンタビリテ ィの もと
における政府会計の異質性 は次 の諸点 である。①資源の調達について納税者か ら強制 的に賦
課徴収 した非対価的 な税金が経 済的資源である。②政府の情報利用者は多様であり、求める
業績指標 も多様であ るが、主と して政府組織 のサービス提供能 力及び提供 されたサー ビスの
質に対す る情報要求を持 っている。③経済的資源の利用について、指定や限度が付 される場
合がある,、④ 会計 は予算制度 による運営の結果をファン ド別の財務報告に よって行 う6こ の
ような政府 会計の特徴 を基に、政府会計の 目的は次の2つ にまとめ られる6.①資源提供者 に
」よる合理的意思決定 目的 とパブリックアカウ ンタビリティ目的による開示目的及び②提供 した
サー ビスの評価を行 う業績測定 目的である。③ の業績評価の為に作成 され る外部報告書が業
績,(行政成果)報 告書であ るbl・'、,
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次 に政府財務報告書め利用者の二Lズ は、ア メリカGAO政府監査基準では、具体的 に以下
の事項をあげでいるけ)ご① 政府活動の理解の強化の 目的＼② 政策の分析:展 開及び議論のた
めの一般デー ダの保持 の目的、③将来の予算計画及び支出計画の検討か らの歴史的展開の認
識及びその保持の目的、④ 予算 との比 較による財務実績 に対する諸機関のアカウンタビリテ
ィ評価の 目的1'⑤プ ログラ'ムの効率性 及び コス'トの有効性の評価の月的であ る、・特に④ 及び
⑤が業績 ・(成果)・とそめ評価が課題となる。アメリカGASBでは、州 －L地方政府財務報告の 目
的を階層構造で示 してお り閣 、第 一階層 に全体的 目標 としてアカウンタビリテ ィを設定 し、†'
分なデスクロ÷ ジャーを行なうとい う目的から出発 し即 、パブリックアカウンタビリテ ィへ拡
張する。そ してパブ リヅクアカヴンタビリデ ィの履行の評価には政策評価を行 うための質的分
析:(qualithtiveanalYsiis)と財務監査 をお こなうための量的分析(quantitativeanalysis)があ
る'とする。前者が3'E監査の対象であ り、'サー ビス努力 ・コス トおよび業績ならびに非財務的
及び物理的資源に関す る報告が必要 と'され、 これ らを経済性 、,効率性、有効性の観点か ら監
査するζとにな りご ここに業績 監査を包含す る監査機能の拡張が結果する。 ごの業績監査の
位置付けすなわち監査性が重要な公監査の議論の課題である。FASBによると、非営利組織へ
の資金提 供者はv当 該組織の業績指標及び管理者の受託責任 に関す る情報に注 目する。、非営
利組織では、r営利企業め利益 に相当する単 …の業績指標 は存在 しないのであるから{IOI、AICPA
において も、政府機関あるいは非営利組織の業務管理においては、業績及び 目的の達成度 に
対 してアカヴンタビリティを賦課 されることが明 らかに されている。更 にAAoLL(オr－ス ト'ラ
リア会計検査院)'の3:E監査 においては、・測定基準の合理性 と目的適合性の評価が必要である
どされる。・政府監査の目的は、パブ リヅクアカウンタビリディの解除目的の監査である【m。、そ
れは佳良へのサービス提供プロセスめ信頼性 を完結するための行政 目的の結果に対する監査と
しての性 質を有する。政府監査 の目的 は第 一次 的にはk準 拠性 から出発 し、会計報告の正確
性の監査すなわち財務監査が行 われることを意味す る。ついで行政の効率的 、効果的な運営
による良質のサー ビスを提供す るこ とが政府組織 による受託責任の履行となり、 この結果の
信頼 性を評価するためには業績(行 政)監 査が必要とな り、このよ うな監査目的の拡大は、諸
文献では自然にあるいは当然 に∴又は論理的になされた と表現 されているq『)。
業績監査が監査催すなわ ち 丁監査」概 念に適合するか を検討す る。監査 とは、AAA(アメ
リカ会計学会)のASOBAC:(基礎的監査概念報告書)'では 『経済活動 と経済的事実 に?い て
の主張が確定 された判定基準 に合致 しているかどうか、お よびその合致の程度が どれほ どで
'あるかを確かめるためにその主張 に関す る証拠 を客観的に収集 し評価 し、そ してその結果を
利害関係のある利用者に伝達す るところの組織的プロセスである」 と定 義する。 そして、監
査あるいは証明機能の独立的な実施に対する要求が4k.ずる4つ の要因の状態 として 「利害の
対立」、「隔絶」の存在及び情報の 「重要性」L'と「複雑性」がある{}3}。すなわ ちASOBACでは、
監査は、情報の送 り手 と受け手の間の距離の存在 と情報 の広範囲性 に起因 し、受 け手 に情報
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の内容 を理解 させ、 またその情報の質の評価 を必要と させ、その為 に監査が要請 され る。政
府監査 を含 む公監査においても営 利組織監査 と同様の関係が生 じ、上述の4つ の要因が発生
していると考えられ公監査制度の構築が意図 される。すなわ ち政府監査は、社会的必要性か
ら構築 されるのである。そ してそめ基礎 には公共スチュワー ドシップ及 び受託責任(pUblic
steWardshipandtrusteeship)があ り(14}、公共の期待(bublicもxp㏄tat▲dn)を充たす為に政治
活動の各レベルのアカウンタビリティが発生するからである。それ故政府組織 におけるこの関
係は、・立法府に対する行政府のアカウンタビリテ ィ解 除のプロセスの終点 において監査結果
の報告の必要性 が生ず る。す なわちこあ ことは中央政府 ・地方 自治体 においそ議会で決算及
び監査の承認を得 る政治的手続 にあ らわれている。次 ぎにモ ン トゴメリーの監査論 では、'・監
査 どして成立するための要件は、「合致め程度を決定 するための基確 として用い られる基準 に
合意 しさえすれば、数 量化で き、検証で きるあらゆる情報 は、事実上監査可能である」 ど述
べそお り↓ア メ・リカにおいて公監査 は、これらの監査概念に合致するもめ としているご,すなわ
ちモシ ・トゴメリ∴の監査論においては、監査の種類 を財務監査、準拠性監査、業績 監査 に区'
分する8準 拠性監査については、'独立監査人1内 部監査人、・及び政府監査 人によっで じば し
業績監査ケ)部 どして実施 されることし、包括的な監査概念の一分野 としてこれ を位置づけ 、
るごとを主張 し:こ の業績監査 には経済性及び効率性監査並 びにプログラム監査が含まれる
としでいる・田。従 って、政府監査 における業績監査 は、営利組織 の財務諸表審査 とは異質性
を有するが、・監査概念 の要件は充足 していると考えられる'd同様に してカナダのCCAF(包括
監査財 団)言においては{'・業績監査の成CLIiZ)前提 と して① 業績報告に対す るマネ ジメ1ンhの責
任の存在、② ・般 的に認め られた業績報告書の基準 の存在、③ 情報への信頼性の付 与及び報
告め適 正性 の保証 の提供 をあげてお り、そ してこれ ら要件の充足 を認め包括監査 としての成
立を容認 している個 。・次 に業績監査 に準拠 性監査が包含 されるべ きか どうか を検討する 。政
府組織k・は、行政活動 と行政支出'(歳出)'は予算法規 にのっ とって実施 される。そ してプロ
ゲラムは法 規に準拠 して実行 されるのであるから、これ を対象 とす る業績監査 も根拠法令 昌ピ
準拠 しそい るか どうかの準拠性監査が必要な監査要点 となる。すなわち、政府組織 の監査 目
的とレての法規準拠性 に対する厳密1生には、法規が要請する意図(intend)・を含む有効性め評
価 を含んでいるものと解 くすることが出来る。'
'
このように政府監査 を包含する公監査の構造 は、会計デー タが中心 の財務監査 と会計デ」
夕及 び物量数値等 の非会計デー タとを中心 とす る業績監査そ して政府監査では、両監査の基
礎 に法規準拠性監査が位置する構成 となっているc17)。それ故、公監査 目的か ら導かれる体系
は、次 の2種 類 に大別 され るとい うことが出来 るt18}。①財務(会 計)、監査 ・(financialalidit)・
と じてゐ財 務情報の適正 表示の監査及び内部統制お よび法規 の準拠性監査 と、②業績監査
(peIformanceaUdit)としての政府の組織 ・プログラム ・事業 ・機能の遂行をパブ リヅクアカ
ウンタビリ・テ ィの 改善 と情報利用者の良質の意思決定の促進をなすための独立的な評価を目的
22 一 経 ,理 知ti識 …一 一
とする監査 とである6従 ρて業績監査は、政 府マネ ジメン'ト(行政府の長)の 第三者への ア
カウンタビリテ ィによる監査であ り'i、マ ネ:ジメン トの為a).業務監査(managememtaudit)・と
は異質である。 、.,"、,"一'1一
政府 ・地方 自治体監査 における業績監査が 「監査上 としての成立をクリアーす るためには
現代監査論では保証(assurapce).機能を履行出来るか どうかが論点 となる。す,なわち、例 え
ば、業績監査がIFACの「保証業務についての国際基準.(案)」で提示 している保証業務の目的
「会計士が、他の一方の当事者の責任である対象項 目を適切な基準 を用いて評価 しご想定 され
る当事者に当該対象項目にっいて一定水準の保証を付与する結論 を表明する上業務 に適合す
るか否かである。保証業務の構成 要素は、「会計士、'対象項 目ご責任 をもつ当事者、想定 され
る利用者、適切 な基準、業務実施方法、結論」であ り、・付 与 し得 る保証の水準は、対象項 目、
規準、実施方法、証拠の量 と質によって決定す るとされる"91。業績監査がこれ らの基準 に合
致する為の必須の要件は、独立性のある監査人 と対象項 目となる業績 成果報告項 目の存在及
び規準である業績測度の充実 した存在で南る。ア メリカ ・イギ リス等の西欧諸国の場合では、
中央政府の最高監査(検 査)機 関(SADの 監査上の位置 と して独立性の確保や監査報 告を行
う為の 自由裁量度等が確保 されていると分析 されてお り四 、立法府の行政活動に対する検証
が強化 されている社会 ・政治状況ヵ・ら判断するとこれらの要件は適合すべ き水準に達 している
ものと考 えられる。 、`、1・1・,・i、',・ ・
次 に業績(行 政成果)報 告書が作成 されていない場合には業績監査は どのように実施 され
るかあるいは されていたかが検討 されなければならない。業績報告書が作成 されていない場合
の業績監査又はVFM監査は、;政府の活動 とそれ によ る結果を直接対象 どして監査が実施 され
ていたそ して現在においても実 施 されている。 これは工FACの保証業務の一つとされる直接報
告(directreporting)"業務 として業績監査が可能か どうかとい う問題に相当す る。・この業務
は、「責任 をもつ当事者が対象項 目について文書による主張を したか否かにかかわ らず適切な
規準にもとづ き対象項目についての結論を表明する」のであるか ら、この方式に よる業績監
査 を実施す る場合には、業績測度の明示 と業績測定 システムの確 立が、政府 ・地方 自治体に
要請 されなければならないこととなる。 ・,,t!,,:一 ・ :・.、
2.・業績監査の特質 一 ・.,一 一!/、 、
<.政府監査における業績監査の範囲及 び特質としてあげられている概念を各国の文献から監査
類型の各段階に応 じて分類すると次の ようになる。(・1)「第三者的検証である」、「独 立第『
者的性質である」、「第三者へのマネジメン トのアかウンタビリテ ィで ある」、・「情報の情想性の
提供である」、(2)「合致の程度を確かめる」、丁批判的結論を提示する」、「一般に認められ た
基準プロセ スである」、(3)1「マ ネジメン トの進行度を検証する」、「已般 に認められた健全な
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マ ネジ メン トの原則に依 る」」「管理の業績の測定 である」、(4)「経済性 ・効率性の改善を目
指す」、「誠実性 を検証する」、1(5)「リズ ク ・コス トの最小化が 目標である」v「コス トとアウ
Fカム業績の測定である」、(6)「達成度(業 績)の 測定である」、(7)・「管理上の意思決定の
適切性 と有用性の測金である」、「マ ネジメントの有用性の評価である」、`「プログラムの管理的
及び組織的デザ インの検証である」、「プログラムの準拠性 の検証である」、(8)「プログラム
の結果 と影響の評価である」、(9)「代替方法 のコス ト有効性を検証する上(10)「貧弱な業績
の評価である」、(11>1議会の監視である」、(12)'「ピア レビューである」等である。すなわち
業績監査 は次 表の ような政府マネジメント結果に対 して広義の効率性監査 と有効性'(政策評
価)監 査の観点から成 り立つ構造 と考え られるf2v。ttt…'・1':i
`■ ・'政 府監査構造 と基準 ・測度'・ 一"
、 政策監査の類型鴎
`
【,
監査判断の基準及び測度
、.
σ.
展開
!
1`
広義の合法性
又は準拠性監査
狭義の合法性監査 法 規違反行為 ・不正 ・濫用の摘発` 第1、段 階財
務
監
1
査
F、
合規性準拠性監査 政策方針及び予算の目的 ・.手続 ・契約要件の妥当性 ・適切性の検証
♪
2・
「
,財務諸表監査
、
、
財務諸表の適正性 ・決算の正確性の検証
タ` 3正確性又は
決算監査
k 財務関連監査 財務関連事項の正確性 ・妥当性の検証 ・ .4・ ㌧
"=` L
(業績監査の類型) (測度の類型) ば な測度) (測度の特諭
㌔ λ、
「
経済性監査
:
インプット測度
インプットゴスト、作業量、サービス
ニーズと量、プログラムインプット
'、'
5'
」
広
又義
はの
生効
産率
性性
監
査
アクティビティ測度 サご ビス努力 、活動 プロヤろ、
資源め利用 プロセス
効率性監査
アウトプット測度 提供財 ・サービスの量、・L定の質のサービス量、アウトプットプロセス
効率性測度 プ ロ1グラ ム効 率性 、 ポ リ シ ニ効 率 性 、 、
、 ぺ,
ψ マ
6.、
へ
、
・包
括
監
査
又
は
完
…⊆
監
査
{
`
業
績 ・
(
行
政
●,
3
E.
■
V
F
竺
監
査
'
纏
2の
査'
目標達成度
の監査
`
有効性測度
F`
プログラム有効性 、ポ リシー
有効 性、コス ト有効性
、
■
、
(D目的適合性
`、
(2)有効的 ・い
'侑 用性)'
(3)反応性;
(4)経済性
「.'(管理可能性)
(5)比較可能性
(6)明瞭性 C
l
(理解可能性)
(7)互換性
(8膿近可能性
(9)包括性
(10)精選性
炉`竃
(1DiE確性
(12)信頼性
(13)ユニご ク性
|
(14漣時性 .
1き
く15)完全性:
{・7
アウトカム
の監査
アウ・トカム測度
コ ス トベ ネフ ィゾ ト、 コ ス ト
ア ウ トカ ム 、サ ー ビス の質
,
広
義
の
有
効
性
監
査
インパク剛 腹 短期的 インパ ク ト、長期 的 インパ ク ト 8
政
策
●
評
価
監
査
説 明 測 度 説明、記述情報
代替案の
監査
代替案決定の条件、
プロセスの評価
代替案の提 示、代替 コー スの
レイアウ ト 9
価値判断
の監査
政策の功罪 ・
政治的判断の評価
政策の根拠《政策目的の功罪、
政治的意思決定の賢明性
El,
m
・''"t'LtF`"1
、 、1-.:
;'イ次 に政策 又は行政評価 と業績監査の関係 を検討する。 これは、政策評価が業績監査 とどの
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ような関係にあるか とtいうごとである、政策評価の特徴 にっいては1プ ログラム結果 に関する
プロセズ評価を包含 した もめで社会科学 としての評価 リサーチ手続であ り、感応的であ り:非
審判的であ り、1協調的意義があるとされるcz2)。政 策評価 と業績監査:どの関係にづいてGAOは
1998年に政府業績政乗法(GPRA)に基づ く業績報告書及びその監査の基礎的な概念 を示 し、
政策評価 は業績監査の もとでの一つの調査の タイプであ るとした。そ して政策評価 はζ個別
的、期間的なプログ:ラム実施め評価であ り、プdグ ラムオペ レ」ションとプログラム環境の検
証か ら成 り立ってお り;・ここでは、同}目 的を指向する代替的プログテムの有効性 について
の組織的比較 によって実施 される四 。 この ことは3E監査の一般的な有効性監査の水準か ら更
に前進 した もの と理解すべ きであ り表 における第9段 階 を示 している。'それ故、業績監査に
は政策評価監査を含むのであ り、業績監査 を狭 く定義すべ きではない との考え方に妥当性が
生 ずる。それ故、政策監査における業績監査 について、「政府マ ネジメン トの機能を継続 させ
ブ
ぐ コ ヤ 　 ヨけ ニ ぎ ハ ミ 　 　
iる」1:「社会的及び経緬 ダイナミズムである」、「プ・グラムの融 課 をモニ殉 ングする」、
}t"i・{'
1「剤 監査は監査の包括診断的斌 である」ど期 されるに到ったのであり(㍗㌧特照 年ゴ
1法府監査人(legislativeauditdr)はプログラム評価を通 じてプログラム'アウ トガムを検証するこ
iとを土 任務の第…目的 としふ ζ1'….…'ll…i
…業鑑 査に』 改編 繊 と盧 λ磁kと'欄 轟 いて第9及び1。』 監査
i領鳴 る政綱 値判断又ぱ 策の政治的妥当性の監査が究劇 ・Lま商題となるぱ 掴
:の政唯 においヰ ・「政策の功罪}こは関与剛 卿 ザ の髄 ‡し舛rv畔
査 人Cヰ政策に関 与しない」、「政治的問題の解決に関 与しない」、「目標達成のための他の有効 な
1代醐 方競 糺 そ1よなら刺 、『』れをじ紺 ぱ 泣 ないと已 わない己 立偏 ∂幽
1の護の臓 コ痴 疏 ヴト輸 」轟 現がとら▲ こ嗣 瞬 あ却
酬1岬 ・興 趣r蜘 竿 の糟r⇒ 少に差異力興 るこ;とが綱 榊
:9欝 麗㌶麟 慧歴認 羅 念
醐 融(㎞1
　 オ 　 ニ ニ げ く ハ
ぬble〈 嘩 査神 業及び嘩 継続中(r・:9・in・∫,麟 も蜘 され・監欲 の責f壬岬 題
;との嘩 織 る・興 の輌 限界{注紳 度及び繍 旨標の政蜘1な騨 自
1って決定 されると考えるべ きであ り、検証可能な業績測度め存在:が監査実施の前提 どなる6・
.一 ∴:ぷ 、,,:い ….一 ㌧ … …
…3.業鑑 査の繊,!i.1… ・∵ …i
t・'1
'.・il'1■ ・,'
1ア・リカ麺 ギトの業癒 磯 を参貞蛤 ≧ 軸 麟 瞬 ア稗
の連邦政府に対して行わ卿 騨r曝 曄
…`1.).,,NP'yf,,r嘩畑 ・』・ ent)…の業
績評価の方針及びGPR1993年法による成果(outcome)を重視ずる業績測定及び業績報告を対
象と して実施 されている㈱ 。GAOでは政策プt「'グラムを理解す るぺ き監査 要点 として、法規
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準拠 、 目的 とゴール(結 果指 標)、努 力(コ ス`ト、質 、 タイ ミング)、 プログラム オペ レ↑ シ ヨ
ン・(戦略 、 プロセス 、ア クテ ィビテ ィ)、・アウ トプッ ト(量 的〉、アウ トカム,〈質的)の 諸 要因
をあげ てい る6そ しで、業績 監査 は、経 済性 、効 率性 、プロ グラム監査 の3区 分 とす る6し か
し、業績監 査 を3Eに 監査 目的を個別的 に区分 す る ことについ ては実 践 可能性 の視点 か ら基準
の改訂 中で あ る と される。 また表 の第9段 階 の代 替案(alternatives)の検証 の 可能性 にっ い
ては 、政 府監査 基準1972年以 来、 プロ グラム結 果(programresults)の監査 を重視 して い た。
1981年の基準 改訂 では 、結 果 と便益(benefit}が、・1988年の改 訂で は 、業 績(performanCe)
の監査 と して組 織 、プ ロ グラム、活動 及 び機 能 に対 す る広 義 の有効性 監査へ拡 張 され 、1994
年基準改訂 で は、成果(outcome)の監査 が 重視 され いず れ の段 階 も認 め られていたgま ・た 業
績 監査報 告書 の具備 すべ き要件 と してs完 全 性 、正確性 、客 観性 、確信性 、明 瞭性 、 簡明性
1をあ げてお り記載 すべ き事項 と して、発 見 事項 、結 論 、勧告(訂 正 事項)及 び勧 告(改 善 事
　 ぺ
1t項)を示
してい る㈱ 。 一方 、'アメリカの州 、、地方政府 の 業績 監査 は、GASBのサー ビス努力 ・i
、成果(SEA)報 告書 の導 入 と普及が進 展 して お り{27}、業績報 告 書の 為の特 質の分 析 と業績 測
!度や報告内容
の醗 が進め られ、これを基礎 にしてGAOの政府間差基準に準拠 しなが ら噸
の業績監査を展開 している。州 ・地 方政府によって発展段階に相当の義異が認められるが、州
ル ベルでは第9段 階に達 しているケースもある。そ・してアメ,リカの業績監査の成功要因は、監
査範囲の選択、監査業務の質、報告のコミュニケーションの成否にあるとされている。、
}
・tイギ リ1ス中央 政府 監査 を担 うNAOの 業績 監査 は、VFM監 査 と して行 われ 、そ.の目的 は議
会 、究極 には納 税者 に対す る3Eの 報 告、で あ り、VFM達 成 につ いて の報告 の改善 であ る。 イ
ギ リス 政府 の行動 基準 として① 献身 性(selflessheSs)、②誠 実性(integrity)、③ 客観性(obieρ
tivity)、④ ア カ ウン タビリテ ィ、⑤ 率 直性 ・(openness)、⑥ 正直性(honesty)、⑦ リー・ダー シ
ップの7基 準 を策定 してお り、この達 成度 を検証 す る ことがVFM監 査 目的の特 質 とな る(28P。
VFMの 監査 の成 否の 般 的特 質 と して は、①3Eの 観 点の 監査の実 施 、② 監査 対象 の各 レベ
ル の良好 な業務 関係 の成立 、1③議 会 や メデ ィアに対す る発 見事項 や結 論 の有用 な提示c④ 公
正で客観 的 かつ建設 的な報告 、⑤VFMの 目に見 え る改善 の証 明に よる価値 の付 加 であ る。sそ
こでNAOはVFM監 査実 施 にお いて注 目すべ き基本 的特 質 を8箇 の原則 と して要約 してい る。
す なわ ち① ア カ ウン タビ リテ ィ、② 誠実性 、③ 客 観性 及び独 立性 、④ 価値 の付 加ご⑤ 適確 性
(competence)、⑥厳 密性(rigdur)、⑦ 忍 耐 性(perseverance)、⑧ 明 瞭 な コ ミュニ ケ「 シ ョン
であ るf29)。.1.い.、 、 、
また、VFM監 査は次 の ようなサ イクル で実施 される6,①何 を監査す るのか につ いてのVFM
戦 略 とその 決定 、② 監査 計画 の決定 、③ 監 査 の実 施 、④ 報 告 書の作 成 、⑤ 報告 書 の認 ・∫と同
意 、⑥ 公 表、⑦ 監視機 関 であ る議 会のPAC(CommitteeofPublicAccounts)への説明 、⑧ 政
府 の反応、⑨ フ ォロー ア ップであ る。E...,、,,
次 にVFM監 査 報告書 に は、① 検証 の対象 とな った領域 の部 門の 目的、②用 い られ た質問 と
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その回答 、ここでは業績評価基準 、評価のための方法 上のアプローチこ用具や テクニ ックが
記 載 され、③結論 、'こ では論理的 に示 され ることが求め られ、④勧 告、ここではすべ て勧告
がなければならない ということでぽな く、議会や国民の関心 のある重要なアカウンタビリティ
上の問題点や、顕著 な出来事が記載 される。 又、勧告は適切 な価値 を付加 される ものであ り、
健全 な根拠や実務 に基盤 を置いた実施可能性 のある ものであ り、信頼 し得るコ ス ト計算書 に
よる指摘でなければな らない どされて いる。VFM監査 に用い られる適 切 な用 具及び技術 とし
てはNAOは、① インダビュー、・② 文書の検証 、③ サーーベ イ、④ 業績差異の 測定 、・⑤ ベンチマ
ーキ ング、⑥ ケースス タデ ィ、⑦ 実験 をあげてお り広範囲の学 問や職業専門家の活用 を提 唱
しVFM報告書については第三者による評価 を行っている。そ してその第一－ttチップとしてプロ
グラム分析が有効であるとして次のような構成要素にプレ ・ークダウンすることを求めている{30〕。
:こ こでの特 徴 は ↓ プ ロ グ ラム の進 行 過程 にお い て外 部 か らの 変 動 要 因 をイ ンパ ク トの測 定
に 当 た っ て識別 ずべ きこ とを強 調 して お り・こ変 動 要 田 が有 効 性 分 析 に影 響 を与 え る こ とを意
味 して い る ことで あ る6ま たNAOのVFM監 査実 施 に際 して は 、ベ ンチ マーキ ング手 法 の活 用
に特 徴 が あ る。NAOの ベ ンチマ 〒キ ングはNi効率 性 や 節約 性 を改 善 し、 コス ト有効 性 を支持
す る機 能 を有 し、内部 的 及 び外 部的 な基 準 ≒・標準 を用い る。 ベ ンチマ ーキ ング手?去と して 、①
高度 比 較(high-leveicornphriS。n)、・② 業績 ベ ンチ マ ∵キ ン グ(perfbr㎡ancebenchmarking)、
③ プ ロセ スベ ンチ マー キ ング(Dr㏄essbenchmafking)があ る〔31)。'・,
イギ リス地 方 自治 体 の 現行2000年3月 公 表 の コ ー ド ・(監査 基 準)に よ'る業績 監 査 は 、業 績
マ ネ ジ メン トの観 点(aspectsofperformahcemanageinent)'の監査 ど して行 わ れ る。 この監 査
の特 質 は 、業績 情 報 と年 度ベ ズ トバ リュ 一ー業績 プ ラ ン(annualbestvalueperformanceplanl
BVPP)に対 して3Eの 観 点 で検 証 す る。 ここで は、BVPPに関 す る法 規準拠 性 、、目標 、眉 的 、
業績 及 び アウ トカ ムが 中心 的 な監査 対 象で あ る。BVPプ ラ ンに は、,将来 情 報 が 包 含 され て お
り、 そ れ敵 た事 前 監査 の 性 質 を もっ てい る。 監 査 報 告 書 はv①BVPPの 法 規 準 拠 性 の 証 明
(certificate)、② プ ラ ン作 成 のBVの 規 制 機 関で あ るDETR、(環境 ・交 通 、・地 方省)に よる ガ イ ダ
ン ス要件の 準拠 性の意 見(opinion)、③ 業績 情報 シス テ 云及ぶ プ ラ ンに関す る諸 手 続 の 主要 な
問題 点 に対 す る勧告(recommendationS)、'④ベ ス トバ リュ ーの 監察1(inSpectiOh)を実施 す べ
きか ど うかの 勧 告 か ら構 成 され る{32)。これ は イギ リス地 方 自治 体 監査 に おL・ては 旧 コー 、ドの
bettervalueからbestvalueへ指 向 すべ く更 に レビュー と インスペ ク・シ ョン制度 とによって高度 の
質 を要求 す る業績(政 策 評価)監 査 す な わ ちVFM監 査 へ進 展 しつつ あ る こ とを示 して い る♂
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4.業績測度の特質と態様
'業 績 監 査手続 の適 用対 象 は業績報 告 書で あ り、具 体的 には、 そ こに記載 されて い る業績測
度(performancemeasure)であ る。 業績測度 は業績 指標(perfommanceindicatOr)・と$い わ れ
る。指標 は、業績測 定の為 の個別 的 ・実 務的 に用 い られ に くい もので 包括 的用語 であ り、測度
はべ効率性 や質 を含めて 具体 的に数量化 して測定 す る もの である と区別 される場 合 もあ る(田}。
しか しアメ リカ及び イギ リスと もに明確 に区 別 して用 い られ ていない。 業績 監査は この業績 測
度 の妥 当性 の評定 が第 一次 の監査要 点 となる。す なわ ち業績 測 度 の量 と質の検 証 であ る。 そ
こで業績 監査 を有 効 に実施 す るため には、業績 測度 が 業績報 告 及 び業績 監査に とって有 用 で
あるため の特 質 とそ の態様 又 は類型 を認識 して おか なけれ ば ならない6ア メ:リカ連 邦及 び州、
地 方政府の ケー スや国際都 市 ・郡 マネ ジメ ン ト協 会(ICMA)等 の業績 監査で求め られ ている
業績 測度 の特 質 を類 型化す る と次 の よ うにな る脚 。, 、、.、・;、 パ.
、(1)目的適合性 、(relevbnt)t、4・
行政 管理 目的 を適格 に反映 してい る もので あ りサー ビス業 績 につ いては必 須又 は本 質的 な
観点 が組 み込 まれている こ とであ る。 これは 「結 果志 向性(resUltsoriented)」・あ るいは 「日
的志 向性」・と代替 され る。 それ 故、 長期 目,的又は 短期 目的 に合致 してい ない測 度 は目的適
合性 に合致 しない。
(2)有効性(valid)
意 図 された情 報 に合致 してい るこ とで あ り、測 度 の意味 が情 報 の利 用者 の意思 決定 及 び
矯 正活動 の決定 に有用 であ る こ とで あ り、「有用性(usefu1)」で代 替 され る。,それ故 、・業 績
'測度 よ りも活動 を行 う為 に有 用 であ った り、利 用者 のニ ーズ よ り'も興味 に重 きを置い た り、
利 用者 のニー ズを理解 してい ない測 度 は欠陥 のある測度 で ある と され る。 ・、
(3)反 応性(・esp・n・ive)・, li.、
業績の 各 レベ ルの変 動 に敏 感 に反応す る性 質 を示 す測度 で なけれ ばな らない。
'(4)経済性(ec・n・mic)' 、:`・ ..1
デー タの収 集 と保持 コ ス トの経済性 で あ り、 合理 的 コス トで の収 集が可 能で あ るこ とで
あ り、 「管理可能性(controllability)」と代 替す る。= 、;
1:(5)比較 可能性 くcomparable)i.、 .、 、
他 機関 や 各期 間等 との 直接 の比 較可 能性 が ある こ とで あ り、不 公 正や 信頼性 の欠如 か ら
「比 較不 能であ っては な.らないこ とで ある。,、'、, ,バ1
"i(6)・明瞭性(Clearity)1
,・ 、".,,、i
1.何 を意味 を してい るのかが明 らかであ り、,「理解 可能性'(1mderstandability)」と代替す る。
㌧特 にア ウ[トカムの理解不足 は測度 の重大 な欠陥 とな る。
28 一1経 理 知 識 一
(7)互換性(compatible)
現行 の財 務及 び機能 システム 上のデー タとの合致性 を意 味す る。.㌧.… ヂ
(8)接 近可能性(accessible)
1結 果 にっ い て定 期 的情報 を規則的 に提 示 可能 にす る性 質 を持 って いるこ とで あ る。,それ
い故測定 業務 に リスクが生ず るのは避 け なければ な らない と される。 ・,… ・
`
(9)包括 性(eomprもhensiv色)"`:・ ・1^s∴'t
主要 な観点 がすべ そ網 羅 されてい るこ とであ る。測度 が量 的に過 度 に詳細で あ って は なら
いず ぐポ ス トの測 度 を探 知する こ とが重要 であ り、 キーア スペ ク ドが網 羅 されて い なければ な
らない とい うこ とで ある。`^吟'・ 　 :'・ パ ピ
(ib)精選性(selective)1't'1''"・ ・'
パ 最 も重要 な指標 と して避走 きれ る ような卓越 しだ もめ で なけれ ば な らない もので ある。・財
務 的測度 が過度 に多 く、質的測度 が過少 であ っては な らない どされ るも一 ・ 〔一 バ ・
(11)正確性(accuracy)～'"Jl`'''":
合理 的 に正確 で あ るこ とであ り、実 質的 な測度 で あ り、収集 プ ロモ スが健全 で なけれ ば な
・らない どい うこ どであ る
。'「信頼性 」 と代 替 され る。td:・ ∵1・
,(12)v信頼性`(}bliability)'i'1L'・,:・'.d-、,1
厳密 に定義 きれ た損綻 であ り、注 意 栗い収 集が な された もの であ り、デ ー タの操作 が あ っ
て は ならない こ とで ある。 ・ ・"
(13)ユニ ーク性 くuniqueness)・`
他 の測度 で カバLさ れてい ない独 自性 のあ る測度 で なけ れば な らない とい うこどで ある。
も
(14)適時性(tilhelines9)'1;・…"・ ・'.∵ ・ll・1、
一/意恵 決定前 に適時 に提 供 され る よ うな もので あ る
6ま た測度 は常 に適時 に改定 が な され
て い な け れ ば な ら'ない。 ∴':
(15)完全1生(completeness) .一 ・ ∴'
行政サービスとその目的 が完全に描かれるものであり、業績を網羅 して測定 出来るもので
なければならない。又測度設定時 に予め指摘 し得る勧告事項 も想定 されるような ものでなけ
ればならない。'
以上の特質 を有する業績測度が、予算書又ば行政プランにおいて設定 されなければならな
い(35}。またこれ らの特質が階層構造 をもって示す されている国は未 だ無 ぐ、1開発 と応用の段
階である;し か し測度の設定の誤 りほ業績測定め失敗を導 くこ ととな り、`業績監査の有効性
に欠陥が生ずる。そこで特 に測度設定の際に避けるべ き欠陥 をICMAでは次のように示・してい
る。①測度の内容 が設定 されていない、②測度に対する同意が得 られ ていない、③ 測度の使
用者に展 開能力がな底 ④改善指向 よりも懲罰指向 に焦点を合わせている、'⑤利害関係者に
フ ィー ドバ ックがなされていない、⑥ 業績測度 と資源配分にリジクが無い、⑦官僚的画一一牲
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で ある。'・ 、,,.∴,…,、'}
これ らの測 度が提 示 された予算計 画 と実 績(業 績)が 比 較 され る報告 書が 業績(政 策評価}
報告 書であ る。 また近 年の政 策評 価監査 に とって重 要な監査 要点 は、 プログ ラムの必 要性 、優
先性 、陳 腐性 、継続性 、代 ・替性の如何 や プロ グラム無 しの場 合 の評定 であ り(36㌧それか らが検
証 ロ∫能 であ る測度 の特 質 が保持 されてい なければ な らない。、 ・ 、_い 、 ・
∵業績 測 度 の重 要 な特 質 と しての比 較 可 能性 につ いて は、比 較可 能な 指標 を公 表 し一般 に周
知 させ る こと に よ り、合法 的 又は一般 に認 め られ た業 績 基準 と,してあ るい は 同意 され た指標
と して設定 され てい る ことが必 要で あ るc37)。・この例 がイ・ギ リスの1991年か ら開始 さ,れた シチ
ズ ンズチ ャー、タr-(citizen'scharter)であ ろ う。:';
、業績 監 査 は具体 的 な業績 測度 の態 様 に応 じた 質 と量 を検 証 す る こ ととな る。,具体 的 な業 績
測 度 につい てアメ リカの州 ・地方政 府で用 い られ る もの をGAO、GASB及びFASB等 を参 考 に
類 型化す る と次の ように示 す こ、とが 出来 る㈱ 。,,、'、 一 ・.
(1)イ ンプ ッ ト測 度(inputmeasure)・、..'、,■
提 供 され る財 又は行 政サ ー ビスを造 出す る為 に用 い られ た貨幣 的 又 は非 貨幣 的資 源 であ
り、1これ は、a「イ ンプ ッ ト コス ト」、 「作 業量」、 「サ三 ビ スニ ーズ と量 」、1「プログ ラ ムイ ン
プ ッ・ト」 及 び 「イ ンプ ッ ト説 明」 と して示 され る。,、 ・
(2)ア クテ ィビテ ィ測度(activitymeasure)、 、 、,・、',:1
行 政サ ー ビスを提 供す るための貨幣 的 ・非 貨幣的資 源 を用 い る活 動や プ ロセ スの ステ ップ
…を示 す もの であ り、「活 動 プロセ ス」、 「サービ ス努 力」、「資 源の利 用 プ ロセ ス」、「サ[ビ ス
'遂行」
、丁活動 への カス トマLの 要求」 と して示 され る6イ ンプ ッ ト測度又 は作 業量 に包含 さ;
れ る場 合 もあ る ・'川 、 一 一
(3)1アウ.トプ ヅ ト測 度 』(OutputmeasUre)t_s.…
,エー ジ ェンシー又 はプ ログラムに よって提 供 され るサ ・「ビスか ら造 出 され たユ ニ ッ トの数
量 と して測 定 され、 「提 供財 三サー ビスの量」、 「ら走 の 質のサ ー ビ スの量 」、「提 供 財 ・{サき
ヒズの 質」、「ア ウ}プ ッ トプロセス」、・「即時 的 アウ・トプ ッ ト」、三「最終 的 アウ トプ ッ.ト」』ど し
て示 され る。E・・:・'1,
(4)効 率 性測度(efficiency㎞easure)、・,・.,∴.、 、、-t、s●{]…1,
単位 当 りアウ トプ ッ トの コス ト又は他の資源 量や時間 当 りの比 率で示 され、 「生産性(pro-
ductivity)」の数 量的指 標 であ り、「プ ログラム効率 性」、「ポ リシー有 効性」 と して示 される。.
(5)有効性 測度(effectivenessmeasure)
E・1,コス ト有 効性(cost-effectivenesS>1貝1度とも呼 ばれKア ウ トカム'(成果)i単位 当た りコス
トで測定 きれる もので 、「プ ログラム有効性 」、1ポリシー有 効性 ⊥ と して示 され 測定 の困 難
性 を と もな うが 最 も重 要 な測度 と され るピ これ ぱ立法府 を含 め て 、・政府 の情 報 利用 者 が近
・年≒1コズ トと達成結果 にモ ニ タリ・ングの焦点 を合わせてい るか らであ りぶ 又、:'有効性 の範 囲
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も、組 織 的(organiZational>、活 動 的(operational)及びプ ロ グラム(program)へと拡 大
㍉してい る。 コス・トについて は、コズ トア カウ ンテ ィングモデ ルの構 築化が 各国で進 め られて
お り;、直接 費、間接 費 及び減価 償却 費等 の各種 め チ ャ・Lジが な され るべ きか が課 題 とな づ
て い る○`'
(6)ア ウ トカ ム測度(outcomemeasure)It・',';:.J
':サー ビスが 目標 や 目的 を達成 した程 度や 結果 を測定 する もの で、即時 的 又は長期 的成 果
1としてあるい は即時 的又 は最終的成果 ど して測定 される指標 であ る。 「サ ー ビス測度(serv-
icemeaSure)」ど しては サー'ビス利 用 者の必 要性 との合致 であ り、「サrビ スの質」'は、産
出物 と持 続す るサ ー ビスの質の2つ の観点 か ら測定 され る 騨 。'サー ビス測度の 典 型的 な質
的観点 は 、評価 や実際 デ ー タの 正確 性 、所 要時 間、対応 の ス ピー ド性 ∴待 ち時 間 、'カス ト
マ ーの満足度指標 等があ る。アウ トカム測度 につ いては、ベ ンチマvキ ングL(benchmarkimg)
やベ ス トプラ,クテ ィス(beStpractice)も比較 基準 ど して用 い られる。・Lこの測度 は 「ア ウ ト
カム(結 果)」、「コス トア ウ トカム」、「コス トベ ネフ ィ・ッ,ト」・と して代 替的 に用 い られ る。
(7)・イジパ ク ト測 度 ・(iinpactnieasure)1-::`ft't1;
政 策評価 監査 におい て結 果 と分離 して影響度 を測定 ず るもので広義 の アヴ トカ、ム測度 で説
明 され るこ ともあ る。 』 一 、
(8)説 明測 度(bxplanatorymeasure)・.'∵.、t
業績 へ の影響 及 び結果 の諸 要因の説明情報 と しての性 質 を もつ もの である。
以 ヒの よ うに業績 測度 の特 質 の内」特 に共通 的 に重 要な特 性 ど しては 、・:目的適 合性 、反応
性 及び有効性 等機動 的性 質があ げ られ てい る6イ ギ リスNAOで は効果 のあ る業績 測定 は、ペ
ス トバ リューを示す指標 であ り、 プロ グラムの横断 的(cross-cutting)な指標 であ り、 口的 を
すべて包 含す る もので あ り、誤 った活動 を導か ない特 質 を有す る もので なけ ればな らない と し
てい る。 また測 度の態様 では 、'各国、地 方 自治体 において用い ている概 念 に差異が あ るが、 一
方、具体 的 な行 政執行 及 び管 理 システ ムのプ ロセス に適応 した もの とな ってお り、共通 的 に
主要 な測度 と しては 、有 効性 や ア ヴ トカムに関連 した もごので あ る。 これは政府 ・地方 自治体
の業績測定 が、 プロ グラム結 果又 はア ウ トカムの モニ タリングとそ れによる改善や コ ス ト低減
の 目的が 中心 となってお り、それ は近代 政府 監査の特質 又は成果志 向 に連動 してVる 。1
・'"・ 、,■
む す び'∵'"'・,、 ■
六'
,・:
アメリカ及びイギ リスの業績監査の構造 と監査内容 を検討 して きたが、これ らの展開方向
から我が国で解決すべ ぎ課題を提示する。⇔ ・,・"・ .
(1)我が国の国(中 央政府)の 監査又は検査においては、監査の展開段階は第6段 階であ り、
.'庁部第7又 は8段 階に進展 しつつ もまtだ初歩の段階であるこ・従って諸外国では第10段階迄
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進展 しているアメリカの例 もあ り、少なくとも第8又 は9段階へ達 していると考えられるイ
:ギリズめ水準ぺ
の展開を目標iこ制度の構築が図られなければなら'ない。"ttil
(2)義緬 の肪 自治体の包融 部藍叡 監査は法 令の趣旨において`ま熟 盧 瀦7又
は8段 階を意味 していると考えられ又一部の包括外部監査人は有効性監査を実施 しているの
㌧であ り早急に制度の明確化がなされなければならない。また国民に対するパブリヅクアカウ
ンタビリティ履行の目的からも第8段 階実施ぺめ制度構築が急務である。
(舗が国・地方白縮 已 嘩 ρら麺 る蜘 微 細 ま融9睡i減 評
価であ り、…部の外部者が含まれていて もその本質は、その位置付けか ら外部評価とはいえ
V・なVS.'政府 監 査 にお い て は ミ政 策 評 価 監 査 と して の 業績 監 査 制 度 の 構 築 が必 要 で あ るが 、評
価 と監 査 概 念 の 混 乱 して い る現 状 にお い で は 、保 証 業 務 ど して の 業績 監 査 め ラ レ・:一,・・A:V－
ク を早 急 に確 立 す る必 要が あ る 。
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(4)業績監査が実施可能である為 には、前述のように業績(行 政成果〉報告書の作成と、これ
に記載されるべ き業績測度 と業績測定 システムの開発が急務である。諸外国においてはざ報
告書様式及び測度や測定方法め開発、研究、収集が種 々の機関で行われてお り∵我が国に:'艇も誕 嘩 確 立搬 討され嫡 煕 煕1∴ll 、11:∴11∵
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'績監査を含む包括監査の監査基準でぱない。それ故、公会計基準の設定と合わせそ公監査
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